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経営者にしかできない“デザイン”があります
独自の企業価値を創造し、高めていくために

ものづくり企業にデザインを！
「KYOTO DESIGN WORK SHOW」を開催します。

 「どう作るか」から、「何を作るか」の世界へ

　京都のものづくりは基本的に受注生産、請負加工です。注文
主から「何を作るか」を提示されて、それを「どう作るか」考えて作
る。つまり、課題（仕様）が明確であれば、それに沿って最適な解
を見出すのはお手のもの。しかしこれからは、課題が見えない、
問題が何なのか分からない、という時代になりつつあります。そ
ういう時代では、提示された仕様書どおりに製品を作るだけでは
なく、課題そのものを「発明」するような、クリエイティブな仕事
が重要になる。つまり、「どう作るか」以前に、その奥に潜んでい
る、注文主すら気づいていない問題を考えるところから取り組ん
で提案する。それができる製造業はさらに存在感を増すでしょ
う。まだ誰にも見えていない「問題」に気づく、あぶり出す、捉まえ
て整理する。その際に有効なのが「デザイン思考」というアプ
ローチです。
　単に製品の色や形を整えるだけのデザインに終始するのでな
く、その前に「自社の強みは何か」「自社をどのような会社にしてい
くのか」というようなことをあらためて議論して定義し、それを具
体的に見える形にしてお客さまに、世間に、そして社員に伝えてい
く。そういう段階においてもデザイン思考は有用です。企業価値
を高め、さらには新たな企業価値を創造する。デザイン思考ので
きる会社にするためには、まず経営者がデザインの本質を理解
し、経営の中核で活かしていくこと、デザインを上手にマネジメン
トすること。これは経営者にしかできない“デザイン”なのです。

 デザイン活用に立ちはだかる二つの壁

　技術センターではこれまで、グッドデザイン賞への応募を例題
にしてデザインマネジメント勉強会を開催してきました。自社の
イチオシの製品について、応募シートにある「企画、開発を始め
たきっかけ」「市場動向や社会背景」「開発を行なう際に立てたデ
ザインコンセプト」「ユーザーや社会に新たに提供しようとした価
値」「それによって得ようとした効果」「コンセプトを具体化するた
めに創意工夫したこと」「ユーザーや社会に伝えたいこと」「競合
製品や類似製品の状況と、それらとの違い」といった各項目に記
述し、その内容をブラッシュアップしていくことで、自社のこれま
でのデザインを客観的にチェックし、さらに「よいデザイン」にし
ていこうというもので、その前提には、グッドデザイン賞に選ば
れるということは、よいデザインができている証だという考え方
があります。
　勉強会には経営者ご自身の他、企業によっては企画開発担当、
あるいは営業担当の方々が参加され、それぞれがデザインマネ
ジメントの重要性を理解されて活用スキルを高められ、見事に
グッドデザイン賞を受賞された企業もあるのですが、一方で、な

かなか乗り越えられない二つの大きな壁も見えてきました。
　一つはプロダクトの壁。つまり、パッと見て「いいなぁ」「素敵だ」
「欲しい」と思えるような魅力的なプロダクトができない。これは
一見「デザインは単に色や形ではない」という話と矛盾するよう
に思えますが、せっかく新しい価値を社会に提供できるような画
期的なコンセプトを導き出しても、そのコンセプトをしっかり反
映したプロダクトができていないと、そのコンセプト自体に気づ
いてもらえません。従来の社内体制でいくら頑張ってもそのプ
ロダクトの壁を越えられないときは、それを得意とする専門家を
起用することで解決できる場合があります。
　二つ目の壁は、経営陣の認識。つまり、担当者と経営者の間に
ある壁です。企画開発担当や営業担当の方々がセミナーや勉強
会を通じてデザインマネジメントの重要性や活用の有用性を理
解されたからといって、それを自社に持ち帰って経営陣に提案し
説得できるかというと、これがとても難しい。そこで担当者は苦
労し、あげくにデザイン活用の取組がストップしてしまう。そんな
事例がたくさんありました。この壁は、企業規模が大きくなるほ
どに高くなるようで、大手企業のデザイン部門からは「労力の半
分は社内の役員を説得するために費やしている」という声も聞き
ます。そういう無用な労力を省いてこの壁を取り払うには、経営
者ご自身がデザインのマネジメントに理解を示して社内に導入
されるのが一番の早道だと考えます。５Ｓの導入のときのように、
社長さんが口を酸っぱくしてデザイン思考の重要性、デザイン活
用の有用性を社員に対して説き続け、見える形にして実践してい
ただく。「社長は本気だ」と思わせることです。

 京都ビジネス交流フェア2018の会場で

　当技術センターのデザイン担当では、経営者が行なうべきデ
ザインマネジメントについて、個別の相談にも随時対応していま
すが、この時期にぜひ活用いただきたい事業があります。それは
京都ビジネス交流フェアの会場の一角で当センターが毎年開催
しているKYOTO DESIGN WORK SHOWです。詳しくは右
ページでご案内していますが、今回は９つのデザイン会社が出
展され、その仕事例やデザインについての考え方を提示されま
す。いっぺんに複数のデザイン会社のデザイナーたちと話がで
きる貴重な機会だと思いますのでぜひともお越しください。
　さらに今年は「経営者のためのデザイン活用ガイダンス」を併
催。「Ｇマーク（グッドデザイン賞）の受賞が企業を変える」「デザ
イン導入の現場から成功のポイントを聞く」といった内容で、ふ
らっと立ち寄っていただいて聞いていただけるよう１コマ20分
のショートガイダンスを会期中に繰り返し行います。ビジネス交
流フェアに出展されているものづくり企業の社長さんに、ぜひ覗
いていただければと思います。

　今年も、2月15日(木)～16日(金)に「京都ビジネス交流フェア2018」会場内で、工業製品分野を得意とする、デザイン会社の紹介・
マッチング展示事業を、京都パルスプラザ・大展示場の特設ブース(会場左奥エリア)にて開催します。
　例えば自社製品を開発されるにあたって、デザイナーの力を借りようかと考えられたことはありませんか。一方で、デザイン料はど
れくらい必要なのか、そのデザイン料でどれだけのことをしてくれるのだろうか、本当に売れるものができるのだろうか、そもそも自
社に適したデザイナーはどうやって探したらいいのだろう、といった心配や不安があって、なかなか踏み切れないでいる。そういう経営
者の方々に、デザイナーさんたちと実際にお話しいただき、まずは距離を縮めていただこうというのがこの催しです。
　彼らがどんな考えでメーカーと一緒に仕事をしているのかを知り、自社で考えているプロジェクトに加わってもらってそれを進める
ことが実際に可能なのかを検討していただく、その契機となれば幸いです。
　今回は9社のデザイン会社がそれぞれの仕事例を展示されて、皆さまのお越しを待っておられます。ぜひともこの機会をご活用
ください。

出展デザイン会社

アイ・シー・アイデザイン研究所
アッカ・デザイン
インターデザイン研究所
オーラボ
サカキメディカルデザイン
ジイケイ京都
ダフィ・デザイン
デザインオフィス バックス
デザインマヂカ

※期間中、出展各社デザイナーが
　ブースに常駐します。
　ご来場の際はお気軽にお声掛け
　ください。

写真は2017年の展示会場←↑

https://www.kptc.jp/gijutsushien/kyoto-design-work-show2018/

※ KYOTO DESIGN WORK SHOW、ガイダンスの
　 日程と詳細はホームページをご覧ください！

「経営者のためのデザイン活用」同時開催！！
ガイダンス

注目！！

内容 ※各ガイダンスは、20分程度、会場付近(大展示場内)で行います。
「Ｇマーク（グッドデザイン賞）の受賞が企業を変える」
　講師  JDP 日本デザイン振興会（15日11：00、16日11：00・15：00）

「デザイン導入の現場から成功のポイントを聞く」
　導入事例～ その1、その2、その３、他（16日12：30～随時）


